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『ヘーリアント」における具格的与格
渡辺有而
I.具格的与格の歴史
hebbiad that te tecna, that ic eu gitellean mag 
uuarun uuordun, that he thar biuundan ligid, 
(Heliand 405-406) 
私（筆者注：天使）が汝ら（筆者注：厩番）にまことの言葉で語ろう
とすることを，しるしとして受け取れ，彼（筆者注：嬰児キリスト）
がそこに（産着に）包まれて寝ているということを．
tho sprah er w6rton屈izen, thia kuanheit. wolt er weizen : 
(Otfrid IV. 13, 40) 
そのときペトロは熱烈な言葉で語った，勇敢さを彼は見せたかった．
最初の引用文では，聖書の羊飼いがゲルマン人たちの生活に合わせて厩
番に改められ，『ヘーリアント』 (830年頃成立）が大衆への布教の目的で
書かれたことを示している．二つめの『オットフリート』 (870年頃成立）
からの例文同様，斜字体の名詞と形容詞は中性複数与格であるが，前置詞
as. midや ahd.mit無しで手段などを表す具格的与格 (Dativ-Instru-
mentalis)である．古ザクセン語と古高ドイツ語はゲルマン語としては例
外的に，用具・手段，同伴・付随などを表す具格を，代名詞のみならず名
詞・形容詞・冠詞にも有していた．
ac gi mid hofnu mugun 
iuuua uurMan uuerc u紛:Pucumian, 
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（5521-5523)’
嘆きの声で嘆くことが
幼γ"0〃〃α""0"．
そして汝らは汝らの悪しき行いを嘆きで，
できる，辛い涙で．
この個所には，前置詞を伴わない具格（""効"）・midを伴う具格(沈鰯
"”"）。具格的与格（加γ"0〃かα伽0"）が併用されており，次の例のよ
うなmidを伴う与格をも含めて「…を以て，…を用いて」「…と共に」
などの意味を表す方法が， これら二つの言語には4通り存在した．それら
の使い分けに関しては，具格を持ち得るかどうかという形態論上の問題の
他に，後述するように韻律と定式的表現という2要素が強く作用していた
と思われる．
sieit6kgiseggiannimugun
teuuarun沈堀〃0〃"0γ〃"． (4302-4303)
彼らはそのことを話すことが出来なかった， まことに彼らの言葉で．
さて印欧祖語には，前置詞無しで用具・手段，同伴・付随などを表す具
格(Instrumental)があったと考えられ，その形態についてはW.シュ
トライトベルク(1895)2,K.ブルークマン(1904/,0.ベハーゲル
(1923ff.)4,H.ヒルト(1931ff.)5,H.クラーエ(1967ff.)6,最近では
A.バメスベルガー(1990/が，それぞれ推定を下している8.サンスク
リットの名詞・形容詞・代名詞には八つの格の一つとして具格があり，広
く用いられた9． しかし格の融合(Synkretismus)という言語史の流れに
より，早くも古典ギリシャ語では具格独自の形態を失って与格に吸収さ
れ， ラテン語では奪格と融合した．本稿の対象は， このようにして生じた
具格の代替形としての与格，即ち具格的与格である．
具格的与格は，その発生の状況に基づいて次の3種類に分けることが出
来る．
1）ギリシャ語・古ノルド語のように，全く具格が無い場合．
2）ゴート語・古英語・中高ドイツ語のように，部分的に具格が残って
いるが名詞には具格が無い場合．
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3）古ザクセン語・古高ドイツ語のように，形容詞・代名詞・冠詞のみ
ならず単数の男性・中性名詞にも具格があるが，女性名詞・複数名詞及び
男性弱変化名詞と形容詞の弱変化には具格が無い場合'0．
次にこれらの言語における具格的与格の用法を概観する．
ギリシャ語では，道具・手段（調αｽさ〃eス〃0‘く彼は私を石で打った)，
代価("x""rの〃6冗epβ･スウ兀伽似冗β/αびがα‘莫大な金で夫を買わねばな
らぬ)，原因・動機（"〃"EJαで吹γEγe"〃"帥‘く我々は起こったことに腹
を立てた)，関係(""def"rorcodi"αo[(体に関しては)強い),差異の程度
“βα“‘6are鰄〃一日遅れて来る）などの純粋に具格的な用法の他に，
同伴・付帯状況などを表す共格的(sOziativ)用法(oof'吹6"ｽ伽施ajr"
き応βかvo0“く君が賢者達と付き合えば，君自身も賢くなるだろう．でｳ，
r"eこの方法で)や時間的・空間的な拡がりを表す範囲格的(prosekutiv)
用法(§冗oIoEIjerorl6",う〃αjで6くき汀α加αで。彼は自ら建設した道路を行進
した）などを,F.ズロッティーが挙げている11.
ゲルマン祖語の名詞の形態に関するA・バメスベルガーの研究によれば
a－語幹名詞（男性・中性）には単数・複数とも印欧祖語同様八つの格が
想定され, O-語幹名詞（女性）には単数に6個（主格・属格・与格・対
格・具格・位格)，複数には4個（主格・属格・与格・対格）の格が示さ
れている． a－語幹*dagaz(m.Tag)の単数具格は*dag6,複数具格は
*dagamiz(？)，o－語幹の*gebO(fGabe)の単数具格は*geb5と推
定される(Bammesbergerl990,S.39,S.101)．8個の格のうち呼格は
主格と，位格と奪格は与格とそれぞれ融合してゲルマン諸語では独立した
形態を失ったが，具格は幾つかのゲルマン語，特に西ゲルマン語に独自の
形態を残している．
具格を持たぬ古ノルド語の具格的与格についてはA､ホイスラーが次の
用法を列挙している'2． 1）道具・手段:rn白しarekkesｵ〃s〃伽沈fara
(そこは大きな船(複数)では航行できない)．2）内容・尺度:gialdeレat
血肋沈蜘肋加（それに対して全額を支払うべし)． 3）付帯状況:fara
加伽hQfﾚe(頭を覆って行く).4 同伴:hannsiglde"es"osuﾚr
(彼は自分が率いる一団と共に南へ帆走した)．但し1）－4）では前置詞
meし,viしが頻繁に用いられ前置詞を伴わない手段の与格の使用が，過去
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分詞に限られる動詞も若干ある:hannvargyrﾚrs""j)e(彼は一振り
の剣を帯びた，受動文)． 5）除去・奪取などを意味する動詞と共に13：
ryﾚialand2ﾉ溌"29り”（国から海賊達を一掃する).6)原因:reillOγ伽"、
〃""αγ（彼女の言葉に怒って)． 6）も前置詞が併用されることが多い
heitt"soん（太陽で暑い)．7)観点:fagrci"ow@(見て美しい),
mikellz)e"e(背が高い).7)にも前置詞が使われる:suartrA〃〃
(髪が黒い)． 8）比較級と共に用いられ差異の程度を表す:lilﾌ沈娩ん
meira(遙かに大きな群れ),〃鏡ofyrr(1週間前に)．最上級の強調にも
使われる：加娩んmestr(頭抜けて大きい).
ゴート語で自由に使うことの出来る具格形は， ウルフィラ訳の聖書に9
度現れる疑問名詞の中性単数h)eだけで(jabaigoleiレlﾌansfrij6nds
izwaranSﾚatainei,h)@managizotaujiし汝らが汝らの友人たちとだけ
挨拶しても， それがどれだけより多くのことをなすのか.Mt.5,47),指
示代名詞の中性単数しも,]'enが独立して用いられるのはただ1度であり
(ni"haldisそれによっても，もはや…ではない.Skeir.IV d4),
それ以外の個所では融合形bi-陸(h)(nachhher,nachdem),du-しe/
dulllle(deshalb,weil),jalllle(undwenn)を使っている．従ってゴー
ト語では殆どの場合，具格の代替形として具格的与格が以下のように使わ
れるが,miレ＋与格がより頻繁である'4.1)道具・手段:weinagard
ussatidamannajahbisatidaina/m6"@(或る人が葡萄畑を作り，それ
を垣根で囲った．Mk.12,1)． 2)前綴mil'-,ga－をもつ動詞と共に
共格的意味で：α""”しukgaibnjandjahbarnalﾌeina(<敵たちが＞
汝と汝の子供たちを地に倒すく直訳：地に等しくする>L､19,44).3
形容詞の補足語として共格的に:ibnanstZgg加沈auksind(彼らは天
使たちに等しいからだ． L.20,36).4)「逆依存」 (gegensatzliche
Anlehnung)により，分離を表す動詞と共に．古ノルド語の用法の5)に
対応する:galausiﾚsis9§"α/,nisokeiqen(汝が妻に繋がれていなけれ
ばく直訳：妻から解放されているならば＞妻を求めるな. K.7,27).な
おこれらの用法の境界はかなり流動的で，例えばgahulidamma加"6蚊z
(頭を覆ってK.11,4),ufarassaU(過剰にL.15,17u.a.),namin(･･･
という名前のMk.5,22u.a.)などは，共格と具格との変種である方法の
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具格（古英語の用法4）に当たる． また古ノルド語の用法3）の付帯状
況にも相当する）とも，共格的用法とも，副詞とも(ufarassauとnamin
の場合）解釈できると， シュトライトベルクが指摘している(Streitberg
1895,S.19).
次に古英語は15,形容詞の強変化（男性・中性単数の‐e),指示代名詞
定冠詞（同じくW/しon/し色とレアS/6及び疑問代名詞（同じくhwr/
hwi/hwon/hwan/hn)にのみ具格形が残っているが，具格名詞の機能は
以下の通りに与格に吸収された． 1）時:Wilcan配αγe(同じ年に).
2）場所レyselfan2"記配（同じ道で).3)随伴:lytlez""ode(僅か
な従者たちと共に)． 4）手段・方法:Oしre〃α"､α〃（別の名前で).5
動詞の目的語として:iclly2"卸"egebr"d(私は武器を振り回した),時
に同族目的語として:manighundredmannaearmlice"α伽swulton
(何百という人々が惨めな死に方をした)． 6）独立具格:fulfremede
co"e(争いが終わって),getogeneレア”卸"e(武器を抜いて)．
Ⅱ、古ザクセン話と古高ドイツ話の具格的与格
古ザクセン語と古高ドイツ語に関しては，先ずO.エーアトマンの記述
を紹介する'7．
1）共格的:As､前置詞midと結び付いた場合のみ.habdunthat
barnmid"/helagnaKrist(ヨーゼフとマリアはその子を一緒に連れ
て行った，聖なるキリストを． 459-460).Ahd.ing6ginfuarun/けﾉ冷0〃
zens61tsanenw6rkon.(彼らは群衆と共に不思議なみわざへと向かっ
た.Otf・III.9,2)．このfolkonは「群れを成して」(scharenweise)と
いう様態の規定語に近い．それ以外では前置詞mitと共に．
2）付随的状況または方法：1）と同じくmidと結び付いた場合のみ．
As.latadsiemids""C胸"for6(彼らを罪を負ったままにしておくが良い．
1944),tnid"e""0〃（誠意をもって1016).mid〃"0γ伽〃s伽0〃（彼の言
葉で5933)．Ahd.『オットフリート』には前置詞を伴わない例がまだ数個
ある:siewuntun〃""s伽（彼らは不安な気持ちで戻った.I.22,27),
sinと共に:SuSW@'SSe"@0沈加ｵgsintljlbilejohgljlate(善人と悪人は
このように心が違う．V、 25， 80)，名詞と共に:NamMarianard6n
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filudiuren〃"′γzjり〃（マリアは非常に高価な香油を手に取った．＝von
hohemWertlV’2,15).しかし大抵はmitと共に:lebenwirmit
"e"(喜びをもって生きよう．Ludwigslied80)．定式的に様態の意味で
副詞的に使われるものは，形容詞の複数に特に多い:follon(=inFiille),
gahun(=eilig),einizen(=vereinzelt)usw.
● ●
3）手段：手足・武器・衣服を表すのに多用されるが，精神的な能力・
活動も表す:As.Iohannes…/d6pte…/uualdandKrist,/heranheben-
cuning〃α"”〃s伽"〃（ヨハネは…支配者キリストに，気高い天の王に彼
の手で洗礼を授けた． 977-980)，〃"〃"〃〃"0γ”〃（まことの言葉で406
既出),Th6heteLazarusehriop/s〃γ加γ〃s""@"〃(そのときキリスト
はラザロに向かって力強い声で呼び掛けた．4096-4097)．代償を表す:sie
inafargeldensan/me6mo""s"o"(彼らはすぐに宝石の中から選び抜
かれたもので利子を支払った． 3191-3192)，それ以外は大抵前置詞と共
に．材料を表す:thiustratauuas舵"So"gifuogid(その道路は石をつ
なぎ合わせて造られていた.5462-5463)Ahd.HZf"わ〃johouh6@""
beginnentsienansc6w6n(彼らは彼の手と目を見つめ始める．V.20,
63),eringiangtmgimerrit〃γ6"sobisperrit(彼は閉ざされた扉に妨
げられずに中に入った．V.12,26)．述語形容詞と共に：顔"ひgaroziero
(金で美しく飾られてI.4,19).手段を表すのに前置詞mitの使用が圧倒
的に多く，それ以後の言語ではこれが支配的になった．
● ● ● ●
4）理由・原因を表し，特に受動態や心の動きを示す動詞と共に現れ
る． 3）に近い.As.かなり稀.nuligidhie〃"""伽〃siok(いまキリス
トは傷ついて横たわっている. 5753),6g"お伽〃bleka(鎖で縛られて青
ざめて4865)Ahd・Er…/gibitthirthiawistthu〃"g"〃nirstirbist
(神は…汝に食べ物を与える，汝が飢えて死ぬことのないように.II.22,
22)nuniazenwirthioguatisfnesselbesz"eγ々0〃(今我々は彼自らの
わざにより良いものを享受する．Ludwigslied29ff.).
● ● ● ●
5）程度・差異:As.sehs〃α〃"〃er,thanthiusamnunga/…Iudeo
liudio/…uuer6enscolde(ユダヤの民の集会が行われるより6夜早く
4199-4201)Ahd.sehs tZgひ〃forathiu(その6日前にIV.2,5),
jt'"@""αg曾γ〃z"/er…（…よりずっと前にII.7,65-66).
55
エーアトマンの記述における第1の問題点は，具格を独立した項目とし
て扱わず， 「具格の代わりとしての与格」の節に含めていることである．
位格・奪格はゲルマン祖語の後，独自の形態を失い与格と融合したため，
それらの「代わりとしての与格」の節で記述する以外にないが，具格をそ
れらの既に消滅した格と同等に扱うべきではない． 3）のgoldo(I.4,19)
及び4のhungriu(II.22,22)という『オットフリート』からの二つの具
格の他に， 1）では｢本来の具格」として括孤内に6γα〃加〃オル"mikilun
(大群集と共にHel.4189)を示している．このような形態論的特性と統
語論的環境との軽視により，彼の具格に関する記述には次のような用法が
欠落している． 1）対格と具格を支配し「…から…を奪う」の意味をもつ
bil6sian,biniman,bineotan,及びそれらの同義語のbihauuanの具格補
足語． この機能で，いずれも「生命」を表すlibu,ferahu,aldru及び同
義語のh6bdu(首）が合わせて19度使われ，『ヘーリアント』において最
も多用される語法となっている'8． 2）〃"""giuuaragean(罰を以て罰
する.2513)，“α〃〃sueltan(死を以て死ぬ．750),〃"dP"cOmian(嘆き
の声で嘆く． 5522）のように，同語源の動詞と目的語名詞による同族語表
現ではないが，意味上の関連語を重複させる強調表現3)hu6thunoh
uuir6isbehabdheriesc"qが〃（汝イェルサレムがまだ軍勢に囲まれて
いるとき3693）のような受動文の行為者．4）文全体に関連する副詞的
具格hui(warum)8例'9と，否定を強調するtharimuuindni
mag,/neuuagneuuataresstr6m〃"娩加getiunean(風も波も水の
流れも全く彼を害することができなかった1809-1810).
第2の問題点は，具格の語尾-u/-oを取り得ない弱変化の名詞または形
容詞が代替形としての与格になり，定冠詞・所有代名詞や強変化の名詞・
形容詞の具格との間に格の不一致を生ずるケースに言及していないことで
ある. a)弱変化形容詞:midis〃ｵ伽0"fingru(彼の小さな指で3371,
fingruは具格),brahtmuthiu沈娩伽〃（大群集と共に4189,前の2語
は具格),midthiuis"""@gumscepi(彼の良き弟子たちと4190,
thiuとgumscepiは具格),オ〃倣加〃sf6u(三たび4799,sf6uは具格．
3以上の序数詞は定冠詞が無い場合でも弱変化する20),suerduthiuscαγ‐
加〃（鋭い剣で4982,前の2語は具格）以上5例.b)弱変化名詞:lilli
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midsOlioflicu6"加0〃（あのように愛らしい花をつけた百合1681,形容
詞lioHicuは具格),midminu耽加"""(私の体を以て4642,所有代
名詞のminuは具格）以上2例．
第3の問題点は，ギリシャ語や古ノルド語における関係・観点の具格的
与格が，古ザクセン語にも存在することに論及していない点である． kind
…""0γ""spahi(言葉において賢い子供，ゲンツマー訳ではwortbegabt
＜言葉の才能がある>125),Gengthatbarngodes/undarthemu
heriscepi〃α"""gebunden(神の子は群集の間を歩いた,両手を縛られ
て.4929-4930).Neoherersulicniuuar6/anthesunmiddilgard
man66arcuman/〃伽〃s6mari.(かつてこの世に,行動においてこれ
ほど優れた他の男が来たことはなかった． 925-927)．〃5郷"〃gifastnod
(両腕を縛られて4959,5635)．〃6"""as加O"bilamod(手足が萎えて
2301)．郷α"柳〃suf6(力が強い3349)以上7例．
エーアトマンの記述の第4の問題点として，動詞の補足語である具格的
与格に触れていないことが挙げられる. uuids6mahtigna/〃"0γ”〃
uuehslan(かくも力ある人と言葉を交すために2104).同じ用例がほかに
二つある（4028ではmahtigne,3130ではcraftagne).
第5の問題点は，彼がmidsundiun(1944),midtreuuon(1016),
mitfrewi(Ludw’80)などのmid,mitを伴うものも具格的与格として
いることである．mid"b"hnigan(頭を下げる4830,5503)等のよう
に具格としての形態を備えているもの以外は，原則として与格と呼ぶべき
で，具格的与格という名称はuuarunuuordunのように，前置詞を伴わ
ず機能的には具格で形態的には与格という中間的性格のものに限定すべき
であろう．因みに『タツィアーン」（830年頃成立）においてmitが与格と
228度結合するのに対し，具格と共に用いられるのは僅か26度であり，人
間名称の具格が全く無いことを除いて,mit+与格とmit+具格との間に
は用法上の相違が見出されず21，『ヘーリアント』でも両者の使用頻度には
391対152の大差がある．このことから見て， 9世紀の古ザクセン語・古高
ドイツ語におけるmid,mitの格支配は明らかに与格に傾いており，形態
的に与格でmid,mitを伴う語を強いて具格的与格と呼ぶ理由は無いと言
って良い． このような術語の定義に関する混乱はゼールトの辞典22にも少
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なからずあり， 「…を以て」「…と共に」などを意味する古ザクセン語と古
高ドイツ語の4通りの表現を明確に区別し理解するためには，克服しなけ
ればならない問題である．
次の表は『ヘーリアント』に現れた全ての具格的与格， 76語220例の意
味領域と使用頻度を示したものである23．なお具格が単独で用いられたも
のは32語。103例,mid+具格は69語。152例である24.
名詞（49語。163例）：言葉（5語79例)-unordun/-on(n.pl.
=mitWorten)75例,gornuuordun(n.pl.=mitKlagen),hosc-
uuordun(n.pl.=mitHohnworten),s66uuordun(n.pl.=mit
wahrenWorten),thrfstuurdun(n.pl.=mitkiihnenWorten)
各1例．体（8語21例)-handunon(f.pl.=mitHanden)13例．
fa6mun/-on(m.pl.=mitHandenundArmen)2例，伽grun
(m.pl.=mitFingern),folmon(m.p1.=mitHanden),f6tun(m.
p1.=mitFMen),lichamen(m.s9.=mitK6rper),1f6uuastmon
(m.p1.=mitGliedem),tandon(m.p1.=mitZahnen)各1例．武器
（8語・18例)-eggiun(f.pl.=mitSchneiden)10例,uuapnun
(n.pl.=mitWaffen)2例,bendiun(f・pl.=mitFesseln),he-
rubendiun(f.pl.=mitFesseln),klOstarbendiun(f・pl.=mit
Fesseln),li5ocospun(m.p1.=mitFesseln),ordun(m.pl.=mit
Spitzen),scOrun(m.pl.=mitWaffen)各1例．心(5語7例）
-hofnu(f.sg.=mitWehklugen),stridiun(n.pl.=mitEifer)
各2例,egison(m.pl.=mitSchrecken),githuldion(f.pl.=mit
Geduld),nf6on(m.pl.=mitEifer)各1例．行為(4語6例)一
unerkun/-on(n.pl.=mitWerken),uundron(n.pl.=mitWun-
dern)各2例,dadiun(f.pl.=mitTaten),edun(m.pl.=mit
Eiden)各1例．傷(2語4例)-uuundun(f.pl.=mitWunden)
3例,beniuundun(f・pl.=mitTodeswunden)1例． 装飾品
（1語4例)-fratahun(f・pl.=mitSchmiicken).知恵(1語4
例)-listiun(f.pl.=mitKlugheiten).声(1語4例)-stem-
n(i)u/stemnun(f.s9.st./sw・mitStimme/5．回数(1語3例）
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｣
--sf6un(m.pl.=-mal).権力(2語2例)-mahtiun(f.pl.
=mitMacht),radburdeon(f・pl.=mitHerrsChaft)．その他
（11語11例)-felison(m．pl.=mitFelsen),gebon(f.pl.
=mitGaben),huarbon(m.pl.=Haufen),kusteon(f.pl.=mit
Wahlen),nahtun(f・pl.=um…Nachte),sibbeon(f.pl.=mit
Sippen),tecnun(n.pl.=mitZeichen),trahnon(m.pl.=mit
Tranen),6deon(f.pl.=mitWellen),uuordgimerkiun(n.pl.
=mitSchriftzeichen),uurtion(f.pl.=mitWurzeln)各1例．
形容詞（24語51例)-uuarun(=wahren)16例,faga on
(=sch6nen),helagaro(=heiliger)/helagon/-un(=heiligen),
scarpon/-un(=scharfen)各3例,hlddero(=lauter),liohton/
-un(=lichten),oponun(=offenen),spahun(=klugen),thristion
(=kiihnen),uuarfastUn(=wahren)各2例,bediun(=b iden)
derebeun(=derben),diuriun(=teuren),furmon(n.sg.=er-
stem),g6dum(n.sg.=gutem),hluttron(=lautern),managon
(=manchen),starkaru(f.sg.=starker),sui6on(=kraftigen),
suo6on(=wahren),torhtun(=glanzenden),tornon(=bittern),
uuisun(=weisen),uure6on(=verwerflichen)各1例．
代名詞（3語6例)-sinun/-on(=seinen)4例,nige o (n
sg.=keinem),thinun(=deinen)各1例．
エーアトマンが｢手段｣の項目で,多用されるものとして挙げている「手
足・武器・衣服」のうち，先ず手足についてはhandun/-onが13度使われ
uuordunに次ぐ高い頻度を示しているのを筆頭に19例あり，体。歯を表す
語を加えれば8語・21例に及ぶ．brugdunendi･bOttun626〃〃加"”"／
thiunettiniudlico(<ヤコブとヨハネが＞両手で網を熱心に接いで直し
ていた1177-1178),tharsieirotornmanagオα"伽〃bitad(彼らく筆
者注：ユダヤの民＞が怒りの余り歯ぎしりするく直訳：怒りを歯でかむ＞
所で2143)．なおhandun/-onl3例中の6例(980,2042,2200, 2272,
4517,4930)はキリストの手を指す．また体に関する名詞が『ヘーリアン
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ト』において具格単独で現れることは1度もなく,mid+具格の用例は3
語・10例ある(mO6u/mddu<=Mund>7,h6bdu<=Haupt>2,fingrU
<=Finger>1).
次に武器はeggiun(10例）以下8語・18例で，その中には鎖を意味す
る4語・4例が含まれる．これらの語の多くは作品の後半のキリスト迫害
の部分に使われ，一部はヘロデによるベトゥレヘムの幼児虐殺と洗礼者ヨ
ハネ殺害の場面に用いられる.thatmaninauuitnodiuuapnese""",/
“α幼"〃Sc〃"〃(<狡滑な人たちは＞人々がキリストを刃で，鋭い武器で
殺すとく言った>5135-5136).@uuariitnuthinuuillio…/thatsieds
heransperesordunspildienm6stin/""”""〃uunde,thanniuuari
6suuihts6g6d,/s6thatuuiherfornsumudrohtinedOanm6stin/
6e"お""bleka.'(｢彼らが我々＜筆者注：十二使徒＞を，武器で傷ついた
者たちを， ここで槍の穂先で殺すであろうことが，あなたのみ心であった
なら！ そのときは，我々がここで主のみ前で鎖で縛られ青ざめて死ぬこ
とほど，我々にとって良いことはありません」 4861-4865).het/unsun-
diganeerlosfahan/endii ea enumukarkerea陶脇sｵαγ6e"6加",/
"6“0妙"〃bilOcan:(<ヘロデの妃は＞男たちにその罪なき人く筆者注：
ヨハネ＞を捕らえ，彼を錠のついた鎖で牢に，鎖で閉じ込めるように命令
した． 2721-2724)．uuapnesggg"@/fremidunfirinuuercmikil.(<"､
ロデ王の家来たちは＞武器の刃で多くの悪行をなした． 742）これらの引
用文において， 5135-5136や2723-2724のように連続的な同義語の反復
による強調効果が著しく，語り物としての叙事詩の特徴を良く表してい
る．ルートヴィッヒ敬虚王の命令で，ザクセンの民衆の間にキリスト教を
広める目的で書かれたという『ヘーリアント』の成立事情が， この作品の
文体上の特色を生み出したと言える．同義語の反復と並んで， リフレイン
を挙げることが出来る．後に述べるuuarunuuordun(まことの言葉で
16例）やmid＋具格のmidhluttruhugi(清らかな心で 10例)26に次
いで,uuapnesegg"〃（武器の刃で）が6か所で用いられる(645,742,
3530,5135,5243,5506.最後の個所は複数与格の異形eggionである).
エーアトマンが3番めに挙げている「衣服」が，具各的与格で現れる用
例は全く無い． この点も彼の誤謬であろう．なお単独の具格にも衣服を表
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す語は使われず,mid+具格にのみgodo-/goduuuebbiu(高価な織物
3330,3762）とuuadiu(衣379)の3例がある．
また彼は「精神的な能力・活動」表す具格的与格としてuuarunuuor-
dunを1例(406)だけ示しているが,uuordunが『ヘーリアント』に
おいて実に75度，『オットフリート』においてもuuortonが33度用いられ
ており27，その抜群の使用頻度と文体的効果のゆえに，古ザクセン語と古
高ドイツ語の具格的与格を論ずる場合に最も重要な語であることに言及し
ていない．uuordun以外に5度以上の頻度を示す名詞は,handun(13例）
とeggiun(10例）のみである．比較の対象として挙げれば，『ヘーリアン
ト』に5度以上現れる単独の具格名詞は,libu(=Leben,11例),craftu/
-o(=Kraft,Schar,7例),uuordu(=Wort,7例）だけであり,mid
＋具格の場合はhugi(=Sinn,15例),mO6u/mddu(=Mund,7例),
folcu(=Volk,6例),craftu(=Schar,5例),g6du/guodu(=Gutem,
5例）である．
uuordunの75例のうち32例は形容詞を伴い，合わせて107個の具格的与
格がこの語句に現れる．即ちこの作品全体で220個を数える具格的与格の
49％が,uuordunとその付加語に集中している．形容詞の用例の半分を
占めるuuarun(16例）は全てuuordunと結び付き28,それ自体で頭韻
(uu-)と脚韻(-un)を踏むuuarunuuordun(まことの言葉で）とい
う美しい響きをもつ語句は， 冒頭に掲げた引用文及び次の用例のように常
に行頭に置かれる．古ゲルマン語の叙事詩にふさわしいこのリフレイン
は， 9世紀前半の聴衆に深い感銘を与えたに違いない．
Ocmagiciuseggean,gesidosmina,
""〃"〃〃"0γ""",that... (1389-1390)
また私く筆者注：キリスト＞は汝らに言いたい，我が従者たちよ， ま
ことの言葉で，
へ
Ocisanthemeogescriban
""〃"〃〃"0γ"",s6giuuitonalle,
thatmanisnahistonniudlicoscal
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minniananism6de, （1446-1449）
また法には， まことの言葉で記されている，汝らが皆知っているよう
に，心の中で自分の隣人を心を込めて愛するべきであると．
この2個所は作品の中心を成す長い「山上の垂訓」の一部であり，その
前後にはuuarunuuordunの使用頻度が非常に高い(1362,1390,1447,
1503).『ヘーリアント』の作者がキリストの説教を，真筆で熱のこもった
口調で大衆に伝えようとするとき，現代の我々をも感動させる音韻効果を
伴ったこの繰り返しが，大きな布教成果を挙げたであろうことは想像する
に難くない．なお16例のuuarunuuordunの他に，名詞uuar(=Wahr-
heit)と形容詞fast(=fest)の複合語がuuordunuuarfastunとして2
度（3029,3253)，同義語のs66がsuo6onuuordonとして1度(5833)
用いられ， 「まことの言葉で」という成句はこの作品に合計19回現れる．
uuordunはまた他の名詞の具格的与格と併用され，音韻効果(uu-un)
に加えて対句的効果を収める．
neuuarunanthemulandegeuuno,
thatsieeofansulicunerseggea geh6rdin
""0γd"〃ettho〃"gγc""． （1828-1830）
彼らはこの土地で， このようなことについて（人が）言葉と行為で語
るのを聞くことに，慣れていなかった．
この僅か2行後にはuuarunuuordun(1832)があり，効果を一層高
めている．uuordonendiuuercon(3473),dadiunendiuuordun(行
為と言葉で2966）のほかに，形容詞と名詞の具格的与格を4個連続して
用いた個所すらある．
Heanmiddienst6d,
lerdethealiudi"0〃"〃〃"0γ”"，
"〃〃γOs/g畑""〃： （3908-3910）
キリストは（人々の）真ん中に立って彼らに教えた，はっきりとした
62
言葉で，大きな声で．
既に述べたように，古ザクセン語と古高ドイツ語には手段などを表す4
通りの方法があるが， 「言葉」を意味する語はそれら全てを有するという
点でも貴重な存在である．即ち『ヘーリアント』において， 中性具格の
uuordu/-oは単独で5度(217,1602,39324191,5357.なお2263で
は与格と具格とを取る動詞(h6rian(=h6ren)の補足語として用いられ
ている),miduuordu/-oとして4度(40,237,1760,2039),具格的与
格のuuordun/一onが75度,miduuordun/-on(与格）が83度現れる．
複数形が圧倒的に多いのは， この語が意味上，単数より複数で使われ易
いためであり， 単数具格のuuorduは5例中の4例(217を除く）が，
uuordu/一ogehuilicu/-o(一言ごとに）という単数形を要する定式的表現
となっている． またmiduuordu/-oも4例中3例(40のみ不定冠詞を取
りmidenuuuordo)がmidisuuordu(彼の言葉で）である．このよ
うに4通りの方法を使い分ける際には，意味・形態（具格を造り得るか否
か）・文体（定式的表現）が作用しているが，韻律もまた無視することは
出来ない． 『ヘーリアント』はゲルマン語本来の頭韻で書かれ， しかも韻
律は脚韻の詩のように一貫せず，絶えず変化する.O.W.ロビンスンは，
ゲルマン語の半行詩の基礎にあるとしてE･ズィーヴァース（1893）が示
唆した五つのリズムの型を示し，例を挙げている． これらの型は使用頻度
順に並べられ，主アクセント （,)，従アクセント（､)，弱アクセント(x)
の記号が用いられている29.
landeramur(国からもっと遠く2384)
tharuualdandCrist(支配者キリストが…し
た所で2078）
anenskipinnan(舟の中へ2383)
manmisliko(人々が様々に2446)
uuarfastunuuord(まことの言葉を2378)
?????????
C:x''x
D:"′､xまたは''x、
E:′､x′または'x､′
uuarunuuordunはAタイプに属するが,miduuarunuuordunは
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Bタイプである．同じ意味を表す四つの異なった形式の中から一つを選択
する際に，韻律が大きな役割を演じたことは十分に考えられることであ
り， この角度からの古ゲルマン諸語の韻文の解明は，今後の研究課題の一
つとなるべきであろう．
注
1以下，特に記すものを除き，引用文は『ヘーリアント』からのものであり，表
記はATB叢書のHb胸"dz"@cIGe"esiS,Tiibingenl882;9.Aufl.1984.
に拠る．
2 Streitberg,Wilhelm:[〃宮eγ”α"たc"8Gγα"､"､α"ん．Heidelbergl895,S.
224H.
3 Brugmann,Karl:Kz"ggりg噌彪允加"〃Gγα池"､αｵ娩伽γ伽dnggγ加α"jsc"g"
助γαc"g",Stra6burgl904,S､386ff.
4 Behaghel,Otto:DeWsc"eSjﾉ"mだ,Heidelbergl923-1932,Bd.1,S.664ff.
5Hirt,Hermann:H@"肋"c""s[/>ggγ加α"航 e",Heidelbergl931-1932,
Bd、3,S.30ff.
6 Krahe,Hans/Wolfgang:Geγ”α"畑"e助γαc〃ﾉ細e"scM/r,Berlinl967-
1969,Bd、2,S.11u.S.18.
7 Bammesberger,Alfred:DieMo幼加ﾉりg泥〃s泌噌gγγ"α"畑加〃"07wg"8,
Heidelbergl990,S.43ff.
8 これらの研究者たちの学説については，拙論『『ヘーリアント』における古ザ
クセン語の具格（1）－－－言語史的考察一』，関西大学文学論集第42巻第1号
（1992年）参照
9辻直四郎『サンスクリット文法』，岩波書店， 1974,31ページ．共格的用法で
は前置詞的副詞saha,sakam,sardhammを伴うことが多い．
10初期古高ドイツ語には，ゲルマン祖語の名残としての女性単数名詞の具格が
あったと見られる．ブラウネ／ミッカはi-語幹女性名詞anstの具格形とし
てenstiuを示し，「単数具格に対しては，稀に古い資料に-eo,-iuで終わる
幾つかの形が位絡的に用いられている」と注記して, kiwaltiu(Sｵ．Gα〃γ
m/""osreγ〃"aQedO),stetiu(Pzzγ純γGんssg")の2語を挙げている．
(Braune,Wilhelm/Mitzka,Walter:A"肋c"”"ｵsc"Gγα加沈α"た,12.
Aufl.Tiibingenl967,S.201Anm、3)またS.ゾンダーエシガーも同じ
くanstの最も古い時期における具格形としてanstiu/enstiuのただ1例を
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示しているが，古高ドイツ語の標準形としても，後期の語形（ノートカー）と
しても， この形を認めていない. (Sonderegger,St fan:A"肋c"”"ｵsc"e
砂γαc"g〃"‘Z,"eγ〃"脇Berlinl987,S.183.)しかしP ビーバーは中期の代
表作「オットフリート」にも15語の女性単数名詞具格があると見なすが(Piper,
Paul:O""ﾋﾒSE〃α"gg舵""c"II.〃":Gんssαγ〃"dA〃鯛〃γGγα畑沈αｵ銑，
Freiburgl887)筆者はこれらの語を与格と考える．拙論『古ザクセン語にお
ける具格の形態と用法－その言詫捜的位置一』，阪神ドイツ文学会「ドイ
ツ文学論孜」第34号（1992）参照．
11Slotty,Friedrich:am/"〃""g"sG""c"伽"g,Berlinl964,S.125-130.
ギリシア語ではサンスクリット同様，共格的用法で前置詞を付加することが多
い． なお現代アイスランド語に具格的与格が残っている:btlinng"〃（金で
おおわれた)， 1’eirgengu"〃"畑／沈""zyfirana.(彼らは足を濡らさずに
<直訳：乾いた足で＞川を渡った)MagndsP6tursson:Le""c"deγ恋""‐
diSc舵〃砂γαc"e,3.AuH.Hamburgl992,S.133f.
12Heusler,A.A"応舷"αたc"esE〃"g"ｵαγ6"c",Heidelbergl913,S.114ff.
13 この種の与格の背景には奪格があったとも考えられるが「ヘーリアント」に
thatheabranaaﾉ〃〃bineote,/"b"bil6sie(他の人々から生命を奪い,命
を取ること1434-1435）のように，対格と具格を支配し「奪う」を意味する動
詞bil6sian,bi-/beniman,biniotanが延べ19回用いられているので(具格
は全て「生命」を表すlibu,ferahu/ferhu,aldru及びそれに準ずるh6bdu),
古ノルド語と古ザクセン語の具格的与格の用法を比較するためここに加えた．
14Streitberg,Wilhelm:Go"Sc"gay"α力,Heidelbergl981.Nachdruckd.
砂"ｵα力彫"sd.5.6.A2&〃."sGo"Sc〃〃E〃"g"ｵαγ6"c"s,1920.千種真一
『ゴート語の聖書』，大学書林， 1989.
15Mitchell,Bruce/Robinson,FredC.:AG"〃‘んO〃E"g"S",1964,5.
ed.19920xford.小野茂・中尾駿夫「英語史I』（英語学大系第8巻),大修
館書店， 1980．森田貞雄｡三川基好･小島謙一「古英語文法』，大学書林，1989.
16 『古英語文法』53ページでは，指示代名詞の女性単数具格として与格と同形の
し毎re,しisseを挙げているが，問題が残る．筆者は他のゲルマン諸語と比較し
た上で， これらの語形は具格的与格と見なすべきであると考える．なお疑問代
名詞には女性形が無く，男性形を以て代える． また疑問代名詞の異形のうち
hwon/hwanは単独では現れず,to,forなどの前置詞と共に用いられるか，
或いは融合形を造る．
17Erdmann,Oskar:G7""虎"ged"de"sc""S)ﾉ"ｵα苑〃αc〃鋤γeγgg‐
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“"c〃"c〃〃E"伽たたん"g,Stuttgartl886,Bd.2,S.272ff.古高ドイツ語
の引用は，特に記載が無いかぎり『オットフリート』からである．
181ibuの11例のうち7例(1435,2676,2781,3090,3531,3947,5070)は
bil6sianと,3例(306,3860,3887)はbi-/beniman,i menと,1例
（1905）はbeneotanとそれぞれ結合し,ferahu/ferhuの4例中2例(3844,
5367）はbi-/benimanの,1例(2725)はbil6sienの補足語であり,1例
(thatmansulicafirinquidi"γα〃c6poこのような不埒な演説を命で購う
こと5334）は代償を表す添加語である，またaldru2例はbineotan(1434)
とbil6sian(4154)の補足語として用いられている．また同義語h6bduも
「首を取る」意味でbeniman(730),bil6sien(1445)の，また「首を斬る」
意味でbihauuanの具格補足語である．
19hul/huui/huu6は次の8個所にある:158,821,2552,4152,4432,4777,
4906,5965.
20Behaghel,Otto:S)ﾉ"加苑〃sHb〃"d,1897;Nachdmck,Wiesbadenl966,
b、 11．
21Eroms,Hans-Werner:A"d.んγα,〃γ'〃”血s〃"ｵscIzgKczs"sSys"",
In:A"肋c"""sc",Heidelbergl987,Bd.I．S.449.
22Sehrt,EdwardH.: Vりﾉ"繭"dgesW〃ｵgγ6"c〃z"畑Hな"α"α〃"αz"γ
α"sac"sおc"e"Ge"9sjs,G6ttingenl925;2.Aufl.1966.
23uuarun/-onとuuordun/-onの現れる行は，本文と注24で挙げる．名詞：
言葉-gornuuordun:4747.hoscuuordun:1083.s66uuordun:3230.
thristuuuordun:4674.体-handun:980,1177,2042,2098,2184,2200,
2272,2542,4517,4930,5391,5737,5934.fa6mun/-on:4959,5635.fingrun:
32.folmon:180.f6tun:1372.lichamen:4642.1i6uuuastmon:2301.
tandon:2143.心-hofnu:4069,5917.stridiun:2915,2940.egison:
2216.githuldion:5492.l6on:5536.武具-eggiun:645,742,2806,
3089,3530,4875，4898,5135,5243,5506．uuapnun:501,4863.bendiun:
4865．herubendiun:4917.kl6starbendiun:2723.li6ocospun:2724.ordun:
3088.scarun:5136.行為-uuerkun/-on:1830,3473.uundron:5500,
5639.dadiun:927．edun:5083.傷-uuundun:5706,5753,5789.be-
niuundun:4879.装飾品-fratahun:380,3331,3763,4543.知恵一
listiun:315,492,735,3572.声-stemn(i)u:24,3910,4097,5327.
回数-si6un:3245,3251,3323.権力一mahtiun:3349.radburdeon:
71． その他-felison:5463.gebon:3763.huarbon:5178.kusteon:
66
3192.nahtun:4199．sibbeon:1440.tecnun:428．rahnon:5523.ddeon:
2907.uuordgimerkiun:233.uurtion:2521.形容詞:fagar 380,3331,
4543.helagaro/helagon/-un:24,2200, 3710.scarpon/-un:3089,4982,
5136.hlfidero:3910,5327.liohton/-un:3409,3909.oponun:2373,4052.
spahun:1296,2719.thristion:2549,5340．uuarfastun:3029,3253.b§‐
diun:1177.derebeun:4490．diuriun:3763.furmon:217．g6dum:4190.
hluttron:2907.managon:5277．starkaru:4097.sui6on:5083．suo6on:
5833.torhtun:428.tornon:5523.uuisun:825.uur66on:5582．代名
詞:sinun/-on:980,2042,542.nigenon(ベハーゲルとゼールトはこの語
を不定代名詞に数えている):5282.thinun:4517.
24前置詞を伴わない具格については上掲の『文学論集』41巻1号の表5を,mid
を伴う具格については『ドイツ文学論孜』34号の表2を，参照されたい．
25stemnun(3910)は強変化と弱変化を併せもつ女性名詞stemna/stemniaの弱
変化単数の具格的与格で, helagarostemnun(敬虐な声で24)も同様で(力
ある．一方，強変化単数の具格的与格も同じく二つある. starkarustemniu
強い声で4097),hladerostemnu(大きな声で5327)
26midhluttruhugi:111,467,546,1375,1383, 1403,1580,1935,2270,3324.
27 『オットフリート』におけるuuorton:I.3,46.17,35.23,36.27,14.II.8,
16．12，6．15，21．III．3,28.15,40．15,48．17,5.18,11.18,12.20,7.20,
70．20，87．23，42．24，80．24，97．24,108.IV.3,9.8,3． 12,48．13,40.20,
15．23，24．27，27．V.7,59.9,40．13,4．16,18.20,44．20,65.
28uuarunuuordun:406(uuaron),445,569,1362,1390,1447,1503,1832,
1933,2280,31043851,4042,4083,4457,5840(uuaron).helagunuuordun:
3710.liohton/-unuuordun:3409,3909.oponunuuordun:2373,4052.
spahunuuordun:1296,2719．thristonuuordon:2549,5340.uuordun
uuarfastun:3029,3253.derebeunuuordun:4490.managonuuordon:
5277.suo6onuuordon:5833.uuisunuuordun:825．uur66onuuordon:
5582.
29Robinson,OrrinW.:O〃勘Zg"s〃α"α胸cんSGSオγg地物es.As"γ"ayqf
オル29αγ"es#Ggγ加α"たん"g"昭es,Stanfordl992,S.125f .
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』
,, uuarun uuordun" -Der Dativ-
Instrumentalis im „Heliand" 
Yuji WATANABE 
Was den Instrumental, der eigentlich ohne Präpositionen „mit 
etwas" oder „mit jemandem" usw. bezeichnet, und seinen Vertre-
ter, Dativ-Instrumentalis, betrifft, so ist der Fall je nach der 
Sprache sehr verschieden. Es wird angenommen, daß das Urindo-
europäische den Kasus Instrumental gehabt habe. In altindischen 
Texten ist er zwar häufig zu finden, aber die Tendenz, daran beim 
soziativischen Gebrauch eine Präposition hinzufügen, ist schon 
unübersehbar. Im Altgriechischen wurde der Instrumental in den 
Dativ, und im Lateinischen in den Ablativ synkretisch absorbiert. 
In der Sprachgeschichte herrscht die Strömung des Synkretismus 
und des Übergangs vom synthetischen Ausdruck zum analytischen. 
Im Urgermanischen gab es vermutlich den Instrumental, der zwar 
im Ost- und Nordgermanischen weit zurücktrat, aber im Westger-
manischen, vor allem im Altsächsischen und im Althochdeutschen 
ziemlich gut erhalten blieb. Wir könnten den Dativ-Instrumentalis 
aufgrund seiner Entstehungsumstände in drei Typen klassifizieren: 
1) der Dativ-Instrumentalis der Sprachen, denen der Instru-
mental fehlt, wie z. B. im Altgriechischen und Altnordischen. 
2) der Dativ-Instrumentalis der Sprachen, denen teilweise der 
Instrumental zurückbleibt, aber deren Substantive keinen Instru-
mental haben, wie z. B. im Gotischen, Altenglischen und dem 
Mittelhochdeutschen. 
3) der Dativ-Instrumentalis der Sprachen, die den Instrumental 
nicht nur in Adjektiven, Pronomen und Artikeln, sondern auch 
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in männlichen und dinglichen Substantiven des Singulars erhal-
ten, abgesehen davon, daß sowohl weibliche und pluralische Sub-
stantive als auch Adjektive und männliche Substantive schwacher 
Deklination keinen Instrumental haben, wie im Altsächsischen 
und Althochdeutschen. 
Den Gebrauch des Dativ-Instrumentalis der beiden letzten 
Sprachen und des Gotischen beschreibt 0. Erdmann wie folgend : 
1 ) im soziativen oder komitativen Sinne, 
2 ) zur Bezeichnung der begleitenden Umstände oder der Art 
und Weise, 
3 ) zur Bezeichnung des Mittels, besonders der Glieder des 
Körpers, der Waffen, Kleider, aber auch geistiger Fähigkeiten 
und Tätigkeiten, auch zur Angabe des Preises und des Stoffs, 
4 ) zur Bezeichnung des Grundes oder der Ursache, 
5) zur Bezeichnung des Maßes oder der Differenz bei Zahlen-
angaben. 
Meiner Meinung nach fehlen der Beschreibung Erdmanns einige 
wichtige Gebrauchsweisen des Dativ-Instrumentalis im „Helianä'. 
Das kommt wahrscheinlich daher, daß sich seine Beschreibung auf 
die semantische Seite beschränkt und syntaktische Umgebungen 
vernachlässigt. Es sollen daher die folgenden Punkte ergänzt 
werden: 
6) Adjektive und männliche Substantive schwacher Deklination, 
die keine instrumentalische Endung-u/-o zu sich nehmen können, 
verursachen die Inkongruenz innerhalb einer Wortgruppe. 
7 ) Auch im Altsächsischen findet sich der Dativ-Instrumentalis 
zur Bezeichnung der Beziehung oder des Gesichtspunkts, wie es 
im Altgriechischen und Altnordischen der Fall ist. 
8) Der Dativ-Instrumentalis als die Ergänzung des Verbs 
,,uuehslan" (2104, 3130, 4029). 
9) Der Terminus „Dativ-Instrumentalis" selbst ist von Erdmann 
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(und im Wörterbuch von Sehrt) nicht genau definiert. Er hält 
die folgenden unterstrichenen Wörter fälschlicherweise für Dative-
Instrumentalis: mid im (459), mid uuordon sinon (5933), mit 
frewi (Ludwigslied 80) usw. Aber dieser Terminus sollte nur 
für die Wörter gebraucht werden, die, von keinen Präpositionen 
regiert, instrumentalische Funktionen und dativische Formen 
haben, wie „uuarun uuordun," ,,starkaru stemniu," ,,helagon handon" 
usw. 
Das Altsächsische und das Althochdeutsche haben also vier 
Formen zur Bezeichnung des Mittels usw. : Instrumental allein, 
von „mid/mit" regierten Instrumental, Dativ-Instrumentalis und 
von „mid/mit" regierten Dativ. Bei der Wahl unter diesen Formen 
entscheiden Metrik, formelhafter Stil und die morphologische 
Möglichkeit, eine instrumentalische Form zu haben. 
Im „Helsianä' finden wir 76 Wörter im Dativ-Instrumentalis 
(49 Substantive, 24 Adjektive und 3 Pronomen) an 220 Stellen 
(163 für Substantive, 51 für Adjektive und 6 für Pronnmen). Das 
Wort „uuordun" fällt durch seine bei weitem höchste Frequenz(75) 
auf. Und an 32 Stellen werden Adjektive bei „uuordun" attributiv 
gebraucht. Das heißt, daß sich 49% aller Beispiele im Dativ/Instru-
mentalis auf „uuordun" und seine Attribute konzentrieren. Der 
schön klingende Refrain „uuarun uuordun," der in sich im Stab-
(uu-) und Fußreim (-un) steht, findet sich an 16 Stellen, immer 
am Zeilenanfang. Die Wiederholungen der geläufigen Ausdrücke 
und der Synonyme stellen ohne Zweifel eines der wichtigsten 
Merkmale des altepischen Stils dar, weil sie bei Zuhörern einen 
tiefen, bleibenden Eindruck machen. Das gilt vor allem für die 
Mission. Die Tatsache, daß die ernsthaft und leidenschaftlich 
klingende Phrase „uuarun uuordun" in der „Bergpredigt," dem 
Hauptteil dieses Werks, besonders hohe Frequenz (1362, 1390, 
1447, 1503) zeigt, erinnert uns daran, daß „Helianä' auf Befehl 
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Ludwig des Frommen, das Christentum unter den Sachsen zu 
verbreiten, geschrieben wurde. 
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